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た
か
の
す
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
「
大

響
ば
や
し
」 

　
こ
の
「
延
命
地
蔵
菩
薩
」
は
綴
子
宝
勝
寺
の

御
本
尊
で
、
木
像
金
箔
押
の
等
身
大
座
像
で
す
。

京
都
の
大
仏
師
で
あ
る
法
橋
立
乗
の
作
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
立
派
な
肩
書
の
あ
る
仏
師
の
作
品

は
北
秋
田
市
内
の
寺
院
に
は
珍
し
く
、
最
大
で

し
か
も
最
古
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
延
命
地
蔵
菩
薩
は
、
宝
勝
寺
14
世
大
祐
好
道

大
和
尚
代
の
宝
永
２
年
（
１
７
０
５
）、
今
泉

村
の
佐
藤
七
郎
兵
ヱ（
現
当
主
茂
松
氏
）が
京
都

か
ら
買
い
求
め
て
、
宝
勝
寺
に
寄
進（
寄
付
）し

た
も
の
で
す
。（
14
世
大
祐
の「
校
割
帳
」
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
） 

　
宝
勝
寺
で
最
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
御
本
尊

様
で
、
３
０
０
年
に
わ
た
り
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
人
々
の
願
い
や
苦
し
み
を
聞
い
て
こ
ら
れ

た
御
本
尊
様
に
対
し
て
、
宝
勝
寺
檀
徒
及
び
地

域
の
人
達
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
る
地
蔵

様
で
す
。
今
年
で
安
置
か
ら
数
え
て
３
０
４
年

目
と
な
り
ま
す
。
（
像
高
68
㎝
、
総
高
１
７
１

㎝
） 

　
延
命
地
蔵
菩
薩
の
背
中
に
は
小
さ
な
扉
が
付

い
て
お
り
、
開
け
る
と
中
に
像
高
約
20
㎝
の
座

像
の
金
箔
地
蔵
様
が
入
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

最
初
か
ら
胎
内
仏
と
し
て
製
作
さ
れ
た
か
は
不

明
で
す
が
、
伝
聞
が
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
〔
宝
勝
寺
〕
山
号
は
珠
光
山
と
称
し
、
曹
洞

宗（
大
本
山
永
平
寺
、
大
本
山
総
持
寺
）
に
属

し
て
い
ま
す
。
本
寺
は
宇
都
宮
市
の
成
高
寺
で
、

宇
都
宮
城
主
の
菩
提
寺
で
す
。 

○
寛
政
５
年
（
１
４
６
４
）　
下
野
足
利(

現
栃

木
県
）
長
林
寺
３
世
明
岩
桂
光
が
、
綴
子
字
刑

部
岱
へ
創
建 

○
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）　
宝
勝
寺
８
世
中

興
然
室
長
廓
の
代
に
綴
子
外
館
に
移
転 

○
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）　
宝
勝
寺
11
世
玉

翁
祖
遵
の
代
に
現
在
地
に
移
転 

寺
院
内
に
は
、
山
門
、
誕
生
仏
、
大
涅
槃
像
掛

軸
、
本
堂
、
位
牌
堂
の
格
天
井
の
絵
画
な
ど
、

貴
重
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

▽
資
料
／
「
鷹
巣
の
文
化
財
」、「
綴
子
村
史
」、

「
珠
の
光
」 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
　
照
内
　
捷
二 

 

 

▲延命地蔵菩薩 

▼ 

　第３回合川地区文化交流会及び第２１回合川芸文祭

が７月５日(日)、合川農村環境改善センターで開催さ

れました。 

　午前中に行われた文化交流会では、たかのすふるさ

と太鼓による「大響ばやし」等の太鼓踊りと「鷹巣す

ずめ踊り」の披露や、鷹巣マンドリンクラブによるマ

ンドリン演奏、地元の福田獅子舞保存会による大獅子

舞等の披露があり、来場者からは大変良かったという

声が多数よせられました。 

　また、午後から行われた芸文祭では、陶芸・華道・

俳句の作品が展示されたほか、演示部門では、舞踊・

コーラス・民謡・吹奏楽など１１団体の学習成果が披

露され、日々鍛錬された発表者らの熱演に１５０名

を超える多くの来場者からは大きな拍手が送られま

した。 

    【
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
】教
室 

日
時
　
８
月
26
日（
水
）〜
27
日（
木
）午
後
１
時
〜
４
時 

場
所
　
四
季
美
館
　
講
師
　
菅
原
知
明 

さ
ん 

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
　
定
員
　
15
人 

内
容
　
作
り
や
す
く
・
使
い
や
す
い
カ
ゴ
バ
ッ
グ
を

２
日
か
け
て
作
り
ま
す
。
　 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
　 

持
ち
物
　
木
工
用
ボ
ン
ド
・
洗
濯
バ
サ
ミ
20
個
・
も
の

さ
し（
30
セ
ン
チ
）・
は
さ
み
・
え
ん
ぴ
つ
・
千
枚
通
し 

【
リ
ト
ミ
ッ
ク
】体
験 

日
時
　
８
月
29
日（
土
）10
時
〜
11
時
　 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　 

講
師
　
杉
渕
路
子
さ
ん
　 

対
象
　
２
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
（
お
家
の
方
の
付
き

添
い
を
お
願
い
し
ま
す
）
　 

定
員
　
15
人
　 

参
加
費
　
無
料 

    

【
か
ん
た
ん
夏
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
】
　 

日
時
　
８
月
29
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時
　 

場
所
　
中
央
公
民
館
　 

講
師
　
は
せ
が
わ
さ
な
え
　
さ
ん
　 

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

定
員
　
20
人
　 

内
容
　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
は
せ
が
わ
さ
ん
が
夏
野
菜

を
お
い
し
く
い
た
だ
く
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
　 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

中
央
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

森
吉
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
森
吉
公
民
館
�

72-

３
２
５
９ 

学びの広場

　
平
成
21
年
度
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

開
催
日
　
平
成
21
年
８
月
15
日（
土
） 

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

対
象
者
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
内
中
学
校
卒
業
者
及
び
市
内
在

住
者 

＊
個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
が
、
該
当
す
る
方
で
通
知
が
届
い

て
い
な
い
場
合
な
ど
は
８
月
５
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
程
　 

▽
受
付
／
13
時
50
分
〜
▽
式
典
／
14

時
30
分
〜
15
時
５
分
▽
記
念
公
演
／

15
時
10
分
〜
16
時
10
分
▽
記
念
撮
影

／
16
時
20
分
〜
▽
主
催
／
北
秋
田
市
、

北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
北
秋
田
市
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

�

62
‐
１
１
３
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平
成
21
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
開
催
に

あ
た
り
、
舞
台
演
示
出
演
者
、
展
示
作

品
を
募
集
し
ま
す
。 

開
催
期
日
　
10
月
31
日（
土
）〜
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
１
日（
日
） 

会
　
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館
（
演

示
会
場
）
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
展
示
会
場
） 

▼
舞
台
演
示
出
演
者
募
集 

演
示
内
容
　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
生
活

芸
術
、舞
台
・
芸
能 

演
示
時
間
　
１
グ
ル
ー
プ
最
長
20
分

ま
で
。
な
お
、
演
示
日
程
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、後
日
調
整
し
ま
す
。 

申
込
締
切
　
９
月
３
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で 

申
込
先
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ 

▼
展
示
作
品
募
集 

出
品
内
容
　
市
在
住
の
個
人
及
び
グ

ル
ー
プ
の
作
品
。
な
お
、
作
品
の
大
き

さ
に
つ
い
て
は
、
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、後
日
調
整
い
た
し
ま
す
。 

出
品
点
数
　
１
人
１
点 

申
込
締
切
　
９
月
17
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で 

申
込
先
　
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の

上
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館

へ ◎
お
問
い
合
わ
せ
　
北
秋
田
市
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

�

62
‐
１
１
３
０ 

 

多彩な芸術文化を堪能 
合川地区文化交流会・合川芸文祭 

黄色とオレンジの花がお出迎え 

合川ことぶき大学花いっぱい運動 

　
合
川
公
民
館
付
近
の
花
壇
に
花
の
植
栽

を
行
う
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
「
学
生
」 

　合川ことぶき大学の学生５１人が６月２４日(水)、

市民健康広場前の花壇と合川公民館前の花壇にマリー

ゴールドの苗１０００株を植えました。 

　同大学の「花いっぱい運動」は、たくさんの人に花を

楽しんでもらおうと毎年行われているもので、今年で

３３回目になります。 

今年の苗は小さく、生育が心配ですが、株が大きく育

ちたくさんの花を咲かせてほしいと願っています。 

　花壇は通勤・通学路に面しており、ドライバーなど

たくさんの人々の目を楽しませてくれることでしょう。 

 

▼ 

 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会


